
双線形擬微分作用素の有界性について
冨田 直人 (大阪大学)

m ∈ R，0 ≤ ρ, δ ≤ 1としよう．このとき，σ(x, ξ, η) ∈ C∞(Rn × Rn × Rn) が双
線形HörmanderのシンボルクラスBSm

ρ,δに属するとは，
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ησ(x, ξ, η)| ≤ Cα,β,γ(1 + |ξ|+ |η|)m+δ|α|−ρ(|β|+|γ|) (x, ξ, η ∈ Rn)

を任意の多重指数 α, β, γ ∈ Nn
0 に対して満たす時に言う．σ(x, ξ, η) ∈ BSm

ρ,δに対し
て，シンボルを σとする双線形擬微分作用素 Tσを

Tσ(f, g)(x) =
1

(2π)2n

∫
Rn×Rn

eix·(ξ+η)σ(x, ξ, η)f̂(ξ)ĝ(η) dξdη

により定義する．ここで，x ∈ Rnであり f, gはRn上の Schwartzの急減少関数，f̂ , ĝ
は f, gのフーリエ変換を表す．
本講演ではBSm

ρ,δ (0 ≤ δ ≤ ρ < 1)クラスの双線形擬微分作用素の有界性をまず考
え，次に重みつき評価を扱う．1つ目のテーマは宮地晶彦氏 (東京女子大学) との共
同研究 [1, 2, 3]，2つ目のテーマはBae Jun Park氏 (Sungkyunkwan University) と
の共同研究 [4, 5, 6] に基づく．
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